
2026年度

時 期 1年前期 単元 学科 教科名

総時限 16

総時間 25.6

単位 1

1．指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備士として、エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの構造・作動について指導する。

１．４ストローク１サイクルガソリンエンジンの構造、作動を理解する。

１．エンジンのバルブタイミングダイヤグラム及びバルブの開閉状態が説明できる。

２．国家試験に係るバルブタイミングの問題の説明ができる。

・学科履修試験で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：60点以上

　80点以上：優　　　60点以上：良 (一級工学科70点以上)　　　60点未満：不可 (一級工学科70点未満)

・不合格の場合、再試験を受験し、60点以上で合格とみなす。（一級工学科70点以上）

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により教科判定試験を実施し、合格とみなす場合がある。

「基礎自動車工学」のエンジンに関わるパートを復習しておくこと

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、15～30時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）30～15時間である。

６．学修時間と単位

５．準備学習
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４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画国際オートメカニック科

教科

担当

発行日

教科書等

持参品

科 目 自動車工学

エンジン学科1

石井　隆幸

2026年4月1日

坂口　正憲



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 P.49～52　 （三級自動車整備士（総合））

2 　（２）4サイクル・エンジン（ジーゼル）　（３）２サイクル・エンジン P.52～54

3  2)構造・機能 　1） シリンダ・ヘッド 　2） シリンダ・ヘッド・ガスケット　 P.55～57

4  3） シリンダ、クランクケース及びシリンダ・ブロック 　（１）シリンダ P.57～59

　　（２）クランクケース（二輪車）（３）シリンダ・ブロック

5  4） ピストン、ピストン・ピン及びピストン・リング 　（１）ピストン　（２）ピストン・ピン P.60～61

6 P.62～63

7 P.64～65

8 P.65～67

9 P.68～69

10 P.69～71

11 P.72～86

12

13

14

15

16

※

※　期末試験は授業時間に含まない

総合復習

期末試験

　　（２） バルブ開閉機構 

　3整備

バルブタイミング問題解説

バルブタイミング問題解説

総合復習

バルブタイミング問題解説

第4章 エンジン  I エンジン本体　１エンジンの原理  1）作動　（１）4サイクル・エンジン（ガソリン）

　　（３）ピストン・リング

 5） コンロッド及びコンロッド・ベアリング 

 6）クランクシャフト及びジャーナル・ベアリング 　7） フライホイール及びリング・ギヤ 

 8） バルブ機構 
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国際オートメカニック科 2026年度 授業計画

主な授業内容

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年前期 学科 エンジン学科1


